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珠
算
お
か
や
ま 

令
和
七
年
度 

全
日
本
通
信
珠
算
競
技
大
会 

 
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ 

岡
山
県
支
部 

 

支
部
長 
池
上 

修
生 

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
に
は
お

健
や
か
に
そ
し
て
穏
や
か
な
新

年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜
び

申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
会
員

皆
様
の
ご
協
力
と
ご
尽
力
に

対
し
ま
し
て
、
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。 

昨
年
度
、
岡
山
県
支
部
で
は

地
区
業
務
に
関
す
る
こ
と
な

ど
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
ク
ラ
ウ
ド

シ
ス
テ
ム
を
活
用
す
る
こ
と
で

作
業
で
き
る
よ
う
に
Ｉ
Ｔ
化
を

実
現
し
ま
し
た
。 

そ
し
て
さ
ら
に
、
そ
の
先
へ

進
む
た
め
の
準
備
を
進
め
て
い

ま
す
。
そ
れ
は
以
前
の
「
珠
算

お
か
や
ま
」
で
お
話
し
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
Ｄ
Ｘ
化
を
実
現
さ

せ
る
こ
と
で
あ
り
、
受
験
者

（
保
護
者
）
が
ス
マ
ホ
（
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
）
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
よ
る

検
定
試
験
の
申
込
と
成
績
管

理
を
可
能
に
す
る
こ
と
で
す
。 

シ
ス
テ
ム
会
社
と
の
打
ち
合

わ
せ
を
重
ね
、
よ
う
や
く
一
月

の
顧
問
参
与
会
、
常
任
委
員
会 

地
区
長
会
の
合
同
会
議
で
ご
説

明
で
き
る
と
こ
ろ
ま
で
来
ま
し

た
。
岡
山
県
支
部
で
、
来
年
度
に

向
け
て
運
用
が
で
き
た
ら
と
考
え

て
い
ま
す
。
こ
れ
を
実
現
す
る
こ

と
で
、
受
験
者
の
囲
い
込
み
が
可

能
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
受
験
申

し
込
み
の
障
害
と
な
る
フ
ィ
ル
タ

ー
の
解
放
も
目
的
の
一
つ
で
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
受
験
者
減
少
の
歯

止
め
に
、
今
現
在
で
き
る
最
大
限

の
努
力
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。 

今
年
は
ど
ん
な
年
に
な
る
で
し

ょ
う
か
。
２
０
２
６
年
に
迎
え
る

丙
午
（ひ
の
え
う
ま
）
は
、
十
干
十

二
支
の
四
十
三
番
目
の
年
に
あ
た

り
、
十
干
の
三
番
目
で
あ
る
「丙
」

と
十
二
支
の
七
番
目
で
あ
る
「午
」

が
重
な
る
年
で
す
。 

「
丙
」
は
十
干
の
三
番
目
で
、
「火

の
兄
（ひ
の
え
）
」
を
意
味
し
て
い

ま
す
。
陰
陽
五
行
説
で
は
火
性
の

陽
を
表
し
、
太
陽
の
よ
う
な
明
る

さ
や
強
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
象
徴
し

ま
す
。
「
午
（
ご
）
」
は
、
十
二
支
の

七
番
目
で
、
馬
を
表
し
ま
す
。 

時
間
で
は
正
午
（
昼
の
十
二
時
）

や
そ
の
前
後
を
、
方
角
で
は
南
を

表
し
、
「午
前
」
「午
後
」
「正
午
」

「
子
午
線
」
な
ど
の
言
葉
に
使
わ
れ

ま
す
。
漢
字
の
成
り
立
ち
は
、
餅

つ
き
の
杵
（
き
ね
）
の
形
や
矢
じ
り

の
形
に
由
来
す
る
と
も
言
わ
れ
、

転
換
や
交
差
の
意
味
も
持
ち
ま

す
。 

「
丙
午
」
は
「
丙
」と
「
午
」
ど
ち
ら

も
火
の
性
質
を
持
つ
こ
と
か
ら
、

火
の
力
を
象
徴
す
る
年
と
さ
れ
、

火
の
力
が
重
な
る
こ
と
で
情
熱
や

勢
い
が
高
ま
り
、
太
陽
の
よ
う
に

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
満
ち
溢
れ
る
年
と

な
り
ま
す
。
２
０
２
６
年
は
大
き 

令
和
七
年
度 

中
国
五
県
キ
ッ
ズ
珠
算
競
技
大
会 

 

日 
 
 

時
：
令
和
七
年
十
一
月
二
日(

日) 

岡
山
会
場
：岡
山
県
珠
算
会
館
三
階 

小
学
二
年
生
～
小
学
四
年
生 

 

十
五
名
参
加 

今
年
度
も
中
国
五
県
キ
ッ
ズ
珠
算
競
技 

大
会
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

岡
山
県
支
部
で
は
小
学
二
～
四
年
生
の 

選
手
十
五
名
が
参
加
し
、
緊
迫
し
た
中
に 

も
白
熱
し
た
競
技
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

種
目
別
選
手
権
入
賞
者 

読
上
暗
算
競
技 

九
位 

石
田 

陸 
全日本通信珠算競技大会岡山県成績および順位（令和７年度） 

令
和
七
年
十
月
十
九
日(

日)

全
国
で
一
斉
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

岡
山
県
支
部
の
成
績
は
次
の
通
り
で
す
。 

小学校４年生以下の部   小学校の部    中学校の部   

順位 氏    名 得点 地区名  順位 氏    名 得点 地区名  順位 氏    名 得点 地区名 

1 太田 侑李 1,490  吉備  1 湯浅 希環 1,390  吉備  1 窪木 新司 970  美咲 

2 東馬 大渡 1,030  賀陽  2 森岡 秀章 1,140  美咲  2 西田 葵葉 880  備南 

3 内山 隆桂 830  吉備  3 福島 祐大 1,130  津山  3 奥野 裕翔 850  吉備 

4 尾崎 文俊 770  吉備  4 長尾 創介 1,090  吉備  4 岩野 沙妃 780  美咲 

5 黒田 稀心 670  美咲  5 土屋 遥晃 1,060  吉備  5 大山 海斗 770  備南 

6 森岡 朋紀 630  美咲  6 杉本 瑛 1,020  美咲  6 森岡 真凪 740  美咲 

7 中島 愛菜 540  賀陽  7 西田 双葉 1,010  備南  7 中島 彩花 730  賀陽 

8 藤原 美沙 520  矢掛  8 浦上 華 960  美咲  8 今城 遙仁 720  吉備 

9 岸本 唯愛 460  美咲  9 大森 夏帆 920  備南  9 武本 梨瑚 650  矢掛 

10 廣瀨 朋花 430  矢掛  10 上田 千佳 910  賀陽  10 白根 希望 620  美咲 

10 二宮 志門 430  津山  10 池田 若菜 910  賀陽  高等学校・一般の部  

12 三宅 香緒 400  矢掛  10 武部 隼大 910  吉備  順位 氏    名 得点 地区名 

13 下山 愛海 390  美咲  13 白井 杏樹 900  賀陽  1 木村 吉治 1,190  吉備 

14 大前 奏人 380  美咲  14 小笠原彩希 850  賀陽  2 武本 芽依 910  矢掛 

15 鈴鹿 帆乃 350  美咲  15 大賀エレン 840  美咲  3 白根 歩夢 640  美咲 

 

な
飛
躍
の
チ
ャ
ン
ス
で
、
新
し
い

こ
と
や
諦
め
か
け
て
い
た
こ
と
に

挑
戦
す
る
と
良
い
結
果
に
繋
が

る
年
に
な
る
で
し
ょ
う
。
丙
午

（
ひ
の
え
う
ま
）の
年
は
、
「変
化

へ
の
対
応
力
」
が
問
わ
れ
や
す
い

年
と
も
言
わ
れ
ま
す
。
新
し
い
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
体
制
変
更
、
役
割

の
転
換
な
ど
が
起
こ
り
や
す
い

一
方
で
、
自
ら
動
く
こ
と
で
チ
ャ

ン
ス
を
つ
か
み
や
す
い
年
で
も
あ

り
ま
す
。
大
切
な
の
は
、
勢
い
に

流
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
自
分
の

判
断
軸
を
も
つ
こ
と
。
そ
し
て
、

火
の
年
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
「燃
や

さ
れ
る
側
」
で
は
な
く
、
自
分
の

意
志
で
使
う
側
に
立
つ
意
識

が
、
結
果
を
左
右
す
る
と
考
え

ま
す
。 

こ
の
こ
と
か
ら
、
今
年
は
全
珠

連
に
お
い
て
も
変
化
に
対
応
す

る
こ
と
で
、
自
ら
の
判
断
で
良
い

時
代
を
切
り
開
い
て
い
く
こ
と

を
念
じ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
に
か
え

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 
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第 42９回・第 4３０回準参段以上検定昇段者 

合 格 お め で と う ！ 

 
第 42９回（珠算）  第 4３０回（珠算）   

準五段 花房 阿門 (東備) 七 段 岩野 侑輝 (美咲)  

準四段 萩原 千尋 (岡山) 六 段 橋本 芽依 (東備)  

参 段 今出 絆 (備南) 準五段 信木 心華 (岡山)  

〃 古武 鈴音 (備南) 準四段 寺岡 祐治 (井原)  

〃 田淵 糸 (吉備) 参 段 美甘 十希 (岡山)  

準参段 福島 祐大 (津山)  〃 佐宮 七美 (岡山)  

〃 荒兼 愛弓 (東備) 準参段 仁子 心陽 (岡山)  

〃 青木 瑛大 (東備)  〃 湯浅 紬生 (岡山)  

第 42９回（暗算）   〃 岩﨑 碧凛 (東備)  

八 段 太田 侑李 (吉備)  〃 葭原 美織 (東備)  

〃 宮川 蒼斗 (倉敷)  〃 篠永 愉子 (東備)  

七 段 井堀 麗禾 (岡山) 第 430回（暗算）   

六 段 青木 柚実 (邑久) 九 段 今井 秀俊 (東備)  

  〃 塩見ゆいか (新見) 七 段 葭原蒼士郎 (東備)  

準六段 湯浅 希環 (吉備) 準六段 寺岡 祐治 (井原)  

五 段 篠永 愉子 (東備) 五 段 青木 瑛大 (東備)  

四 段 仁子 心陽 (岡山) 四 段 東馬 大渡 (賀陽)  

準四段 東馬 大渡 (賀陽)  〃 奥野 裕翔 (吉備)  

〃 藤本 健太 (吉備)  〃 亀尾 桂虎 (東備)  

参 段 久安 鉄朗 (井原)  〃 白根 希望 (美咲)  

〃 甲本 結太 (新見) 準四段 田淵 糸 (吉備)  

〃 田淵 糸  (吉備) 参 段 西田 双葉 (備南)  

準参段 影山 瑠星 (高梁) 準参段 長尾 創介 (吉備)  

〃 今城 遙仁 (吉備)  〃 武部 隼大 (吉備)  

〃 大智 楓真 (東備)  〃 浦上 華 (美咲)  

〃 淺津 乃愛 (美咲)     

 
令 和 ７ 年 度 検 定 試 験 日 

 

【令和７年度 優良生徒表彰式典】 

日時 令和８年２月 22日(日) 場所 各地区開催 

【令和７年度 岡山県キッズそろばん大会】 

日時 令和８年２月 23日(祝) 場所 岡山県生涯学習センター 

【第 72回 全国珠算研究集会】 

日時 令和８年３月 29日(日) 場所 京都リサーチパーク 

【検定試験委員委嘱講習会】 

日時 令和８年４月 12日(日) 場所 岡山県珠算会館 

☆  今 後 の 予 定 ☆ 

 

１０月 指 導 者 講 習 会 

 

第４３１回検定試験  １月２５日（日）  ２月２２日（日） 

第４３２回検定試験  ３月２２日（日）  ４月２６日（日） 

第４３３回検定試験  ５月３１日（日）  ６月２１日（日） 

「業務の IT 化・生徒募集について~選ばれる教室の共通点~」 
  講師 合同会社ばん蔵舎 牧野 正寿 先生(埼玉県) 
  日時 令和７年９月１４日 １４時～１６時３０分 

場所 岡山県珠算会館とオンラインにて 
 

指導者講習会に参加して 

 矢掛地区 葛原珠算塾 葛原 和之 
 今回の指導者講習会のテーマは、「業務の IT 化・生徒募集
について ~選ばれる教室の共通点~」ということでしたが、
選ばれる教室になるためには、時代にあわせた保護者対応が
必要という部分には非常に共感いたしました。私も塾経営に
携わるようになって 2年半ほどと歴も浅いですが、塾の運営
について悩みながらもなんとかやってきました。その中で、
生徒の成長に尽力することはもちろんですが、保護者（スポ
ンサー）の要望に応えることが非常に重要だと感じ、公式ラ
インを活用した塾の情報発信や、お迎えの際に個々にレッス
ン毎に振り返りを実施するなど、保護者の目線に沿った対応
ができる体制を整えてきました。牧野先生の経営方法につい
て学ばせていただき、自分たちの塾経営の方向性が間違って
いなかったと感じると同時に、まだまだ成長できる余地があ
ると感じました。選ばれる塾を目指して精進していこうと思
います。 

９月 指 導 者 講 習 会 

慶
事
お
祝
い 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

令
和
七
年
度
、
先
生
方
に
お
祝 

い
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。 

い
つ
ま
で
も
ご
壮
健
で
益
々
ご 

活
躍
く
だ
さ
い
ま
す
こ
と
を
お 

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

（
敬
称
略
） 

【
卒
寿
】 

 
 

新
見
地
区 

笹
川 

重
則 

 
 

新
見
地
区 

杉
本 

節
夫 

 
 

備
南
地
区 

問
田 

基
義 

【
米
寿
】 

 
 

井
原
地
区 

落
合 

正
治 

【
喜
寿
】 

 
 

備
南
地
区 

川
口 

久
子 

 
 

井
原
地
区 

平
川 

知
美 

 
 

岡
山
地
区 

松
岡
え
み
子 

 
 

津
山
地
区 

片
岡
つ
や
子 

 

お
く
や
み 

美
咲
地
区 

井
上
真
佐
美 

（
本
人
逝
去
） 

 
 

 
 
 

（
令
和
七
年
十
二
月
） 

○令和７年度 PR 事業テレビ CM（香川県支部と合同で実施） 

（期間：令和８年２月） 
○RSK山陽放送 １５秒スポットテレビ CM 
※放送日が確定していないので、決まり次第お知らせ 
いたします。 

             そろばんで得たもの 

                          岡山大学薬学部 犬飼 百音 

TOIDAパッソロスクール（珠算二段・暗算五段） 

 私は、小学２年生から中学２年生までの約７年間、珠算教室に通い学

びを深めてきました。そしてこの春、岡山大学薬学部の１回生となりま

した。 

この７年間で身につけた中で最も大きな力は「数字を恐れないこと」

です。理系の道を選んだことで、日々数字に触れる機会が多くありま

す。その中で、大量の計算にひるまず取り組めることは、大きなアドバ

ンテージとなりました。数学でも、数字に触れることはたくさんありま

すが、結果としてきれいな数字になることも多いので、計算は単純な

ものばかりです。なので、私の中で計算力が最も試されるのは化学で

した。化学では、割り切れない割り算や３桁×３桁の掛け算が当たり前

のように出てきます。その計算を筆算なしで正確にこなせると、大幅に

時間短縮に繋がります。 

特に最近の共通テストでは、計算量が多いうえ、思考力を問われる問

題が増えています。珠算教室を卒業したことで計算力は多少落ちてし

まうかもしれませんが、それでも臆することなく計算に向き合えると、

思考する時間を確保でき、結果として大きな強みになります。 

いざ自分が進みたい道が決まった時に、諦めることがないように、お

守りのようなイメージで、そろばん暗算に向き合ってみればいいと思

います。もし、珠算の技術を将来使うことがなくても「頑張った」という

経験は何にでも活かせるはずです。 

編
集
後
記 

 

新
し
い
年
を
迎

え
、
寒
さ
が
厳
し
い

季
節
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
授
業

で
小
学
校
に
行
か
れ

る
先
生
方
は
体
調
に

お
気
を
付
け
く
だ
さ

い
。  

 
 

（Ｙ
・Ｊ
） 

・「第１回 Wordの基礎講座」    講師 池上 修生 先生 

 令和７年 10 月５日(日)10 時～12 時 於 岡山県珠算会館 
 

初めての Word 講習会が行われました。自分の教室新聞を作

る、を目標に始まりました。第１回は基本の「き」をていねいに教

えていただき、知らなかったことも結構あり勉強になりました。ほ

のぼのとした空気感であっという間の２時間でしたので第２回も楽

しみにしています。 

珠 算 O B よ り 

 


